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発行人　綾　井　祐　一

た
。
小
板
橋
副
知
事
か
ら
は
、

ロ
シ
ア
が
四
島
交
流
な
ど
に
関

す
る
合
意
に
つ
い
て
効
力
停
止

を
発
表
し
た
こ
と
等
を
踏
ま

え
、「
日
露
関
係
が
厳
し
い
中

に
あ
っ
て
も
元
島
民
の
方
々
に

寄
り
添
い
、県
民
総
ぐ
る
み
で
、

返
還
要
求
の
取
組
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
」、
諸
星
理

事
長
か
ら
は
、「
厳
し
い
状
況

だ
が
、
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
な

く
腰
を
据
え
て
返
還
運
動
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
」と
の
言

葉
を
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
山
崎
栄
一
氏
（
神

二
〇
二
二
年
十
一
月
十
日

（
木
）、
横
浜
市
中
区
の
「
横
浜

情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
」情
文
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
第
三
十
六
回

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈

川
県
民
大
会
を
開
催
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中

止
さ
れ
て
い
た
た
め
、
三
年
ぶ

り
、
Y
o
u
T
u
b
e
同
時
中

継
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
の

開
催
と
な
っ
た
。

会
員
を
は
じ
め
一
七
十
三
名

が
参
加
し
た
今
大
会（
Y
o
u
T

u
b
e
同
時
中
継
視
聴
者
を
含

め
る
と
二
〇
〇
名
近
く
）で
は
、

主
催
者
の
し
き
だ
会
長
の「
戦

後
七
十
七
年
を
経
た
今
な
お
、

ロ
シ
ア
の
不
法
占
拠
状
態
が
続

い
て
い
る
。
領
土
問
題
の
解
決

は
、
国
の
外
交
交
渉
が
基
本
だ

が
、
そ
れ
を
下
支
え
す
る
運
動

の
輪
を
広
げ
、
一
日
も
早
い
返

還
を
実
現
し
た
い
」と
の
挨
拶

の
後
、
来
賓
の
小
板
橋
聡
士
神

奈
川
県
副
知
事
及
び
独
立
行
政

法
人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会

の
諸
星
衛
理
事
長
か
ら
、
当
県

民
会
議
の
活
動
へ
の
敬
意
と
今

後
の
運
動
へ
の
激
励
が
あ
っ

奈
川
県
立
金
沢
総
合
高
等
学
校

教
諭
）
か
ら
、
同
校
で
の
「
地

域
研
究
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
学

習
」に
お
け
る
北
方
領
土
問
題

へ
の
取
組
に
つ
い
て
、
報
告
が

あ
っ
た
。「
地
域
研
究
・
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
学
習
」
は
、
二
年
次

の
研
修
旅
行
に
向
け
た
事
前
事

後
学
習
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

一
つ
に
北
方
領
土
問
題
が
フ
ィ

ー
ル
ド
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い

る
。
生
徒
た
ち
は
、
一
年
次
か

ら
事
前
学
習
を
開
始
し
、
二
年

次
で
は
、
当
県
民
会
議
・
神
奈

川
県
北
方
領
土
問
題
教
育
者
会

議
の
ほ
か
、
東
京
根
室
会
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
北
海
道
根
室

高
等
学
校
北
方
領
土
根
室
研
究

会
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
行

う
な
ど
、
関
係
団
体
と
北
方
領

土
問
題
へ
の
学
習
に
取
り
組

み
、
来
年
六
月
に
北
方
領
土
隣

接
地
域
へ
の
研
修
旅
行
を
行
う

予
定
。
学
習
の
な
か
で
生
徒
た

ち
か
ら
は
、「
北
方
領
土
を
返

還
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
私

た
ち
が
興
味
を
持
つ
こ
と
が
本

当
に
大
切
な
ん
だ
と
分
か
っ

た
。」、「
北
方
領
土
に
関
し
て

は
、
今
を
生
き
て
い
る
自
分
た

ち
が
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
た
。」な
ど
、
各
自
が

同
問
題
に
対
し
、
関
心
を
持
つ

こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
と

い
う
声
が
多
く
挙
が
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

次
に
、
山
根
知
雅
氏
（
法
政

大
学
公
認
政
治
経
済
サ
ー
ク
ル

志
雄
会
北
方
局
長
）
が
、
同
会

に
お
け
る
、
北
方
領
土
返
還
要

求
運
動
推
進
の
取
組
報
告
を
行

っ
た
。
同
会
は
、
二
〇
〇
五
年
、

北
方
領
土
問
題
に
関
心
が
あ
る

学
生
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
現

〇
一
九
七
〇
年
北
海
道
根
室
市

生
ま
れ
。

〇
一
九
九
〇
年
四
月
四
代
目
三

遊
亭
金
馬
に
入
門
、
住
み
込
み

弟
子
と
し
て
修
行
。

〇
一
九
九
〇
年
五
月
前
座
と
な

り
楽
屋
入
り
、
上
野
鈴
本
演
芸

場
で
初
高
座
。

〇
一
九
九
三
年
十
一
月
二
ツ
目

昇
進
。

〇
二
〇
〇
二
年
三
月
真
打
昇

進
。

〇
北
海
道
根
室
市
出
身
で
北
方

領
土
元
島
民
二
世
（
父
が
歯
舞

群
島
志
発
島
・
相
泊
）
と
い
う

こ
と
か
ら
「
北
方
領
土
寄
席
」

と
し
て
、
北
方
領
土

を
題
材
に
し
た「
北
方

領
土
落
語
」
や
「
北
方

領
土
南
京
玉
す
だ
れ
」

な
ど
社
会
的
な
も
の

も
ネ
タ
と
し
て
取
り

入
れ
活
動
。
北
海
道

を
は
じ
め
、
全
国
で

北
方
領
土
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
・

講
演
会
で
北
方
領
土
に
関
す
る

落
語
た
講
演
も
行
う
。
北
方
領

土
返
還
要
求
運
動
全
国
大
会
で

は
司
会
も
務
め
る
。

三
遊
亭 

金
八  

氏

 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

第
36
回
県
民
大
会
を
開
催

会
場
は
横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

Y
o
u
T
u
b
e
同
時
配
信

在
は
、
北
方
領
土
問
題
を
は
じ

め
、
幅
広
く
政
治
経
済
に
関
す

る
問
題
に
つ
い
て
学
ん
で
い

る
。
二
月
七
日
に
実
施
さ
れ
る

北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会

に
も
例
年
参
加
し
て
い
る
ほ

か
、
日
比
谷
公
園
の
イ
ベ
ン
ト

会
場
の
北
方
領
土
ブ
ー
ス
に
お

い
て
、
子
供
た
ち
を
対
象
に
、

ク
イ
ズ
を
通
し
て
北
方
領
土
問

題
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

啓
発
活
動
を
行
う
な
ど
、
若
年

層
へ
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
内
閣
府

北
方
対
策
本
部
と
連
携
し
、「
こ

ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」で
は
、

子
供
た
ち
が
北
方
領
土
問
題
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
、
北
方
領
土
近
海
に
生
息
す

る
魚
を
題
材
に
し
た
、
魚
釣
り

ゲ
ー
ム
の
実
施
、
次
世
代
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
北
方
領
土
隣

接
地
域
魅
力
発
信
動
画
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、「
北
方
領

土
啓
発
次
世
代
ラ
ボ
」
へ
の
参

加
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
取
組

が
報
告
が
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
同
会
は
、

令
和
三
年
、
沖
縄
及
び
北
方
対

策
担
当
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。記

念
公
演
は
、
元
島
民
二
世

の
落
語
家
、
三
遊
亭
金
八
氏
か

ら
北
方
領
土
寄
席
を
御
披
露
い

た
だ
い
た
。
北
方
領
土
の
歴
史

（
戦
前
編
）を
交
え
た「
北
方
領

土
落
語
」
や
「
北
方
領
土
南
京

玉
す
だ
れ
」
を
交
え
、
楽
し
み

な
が
ら
北
方
領
土
問
題
に
つ
い

て
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
、
由
良
理
事
（
神
奈

川
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
）

か
ら
、
神
奈
川
県
民
の
総
意
を

結
集
し
、
ね
ば
り
強
く
運
動
を

推
進
す
る
と
い
う
大
会
宣
言
が

提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
た
。

現
在
、
Y
o
u
T
u
b
e
登

録
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
お
い
て
ア
ー

カ
イ
ブ
を
公
開
中
な
の
で
、
是

非
、
下
記
U
R
L
又
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
い
た
だ

き
、
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。

https://w
w
w
.youtube.

com
/w

atch?v=4w
al-

euLM
ys

県民大会の様子

2023

会長挨拶 副知事挨拶 諸星理事長挨拶



十
一
月
十
八

日（
金
）、
北
方

領
土
問
題
を
テ

ー
マ
に
し
た
作

文
コ
ン
ク
ー
ル

の
入
賞
者
で
あ

る
、
県
内
の
中

高
生
十
四
名
が

参
加
し
、
北
方

領
土
青
少
年
等

現
地
視
察
研
修

代
替
え
事
業
が

開
催
さ
れ
た
。

本
来
、
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞

者
は
、
北
方
領

土
青
少
年
等
現

地
視
察
研
修
と

し
て
、北
方
領
土
隣
接
地
域（
根

室
市
、
別
海
町
、
羅
臼
町
、
標

津
町
、
中
標
津
町
）を
訪
問
し
、

北
方
領
土
の
視
察
、
元
島
民
の

講
話
を
聞
く
な
ど
、
北
方
領
土

問
題
の
現
状
を
学
ぶ
予
定
で
あ

っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
に
よ
り
そ
の
実
施
が
見
送

ら
れ
た
た
め
、
代
替
と
し
て
本

事
業
が
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
松
本
靖
史
教
育
者
会

議
会
長
は
、
参
加
者
の
受
賞
を

祝
う
と
と
も
に
、
挨
拶
の
中
で

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
を
踏
ま

え
れ
ば
、
返
還
へ
の
道
の
り
は

厳
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

が
、
平
和
的
な
解
決
に
向
け
、

若
い
世
代
が
正
し
い
認
識
を
持
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編
集
後
記

◇
十
一
月
三
〇
日（
水
）、
四
十

七
都
道
府
県
民
会
議
の
推
進
委

員
等
が
T
K
P
市
ヶ
谷
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
一
堂
に

会
し
、
令
和
四
年
度
（
第
三
十

七
回
）都
道
府
県
民
会
議
代
表

者
全
国
会
議
が
三
年
ぶ
り
に
対

面
に
て
開
催
さ
れ
た
。
本
会
議

は
北
対
協
が
主
催
し
、
北
方
領

土
返
還
要
求
運
動
に
携
わ
る
推

進
委
員
等
の
各
都
道
府
県
の
代

表
者
が
参
加
し
、
内
閣
府
、
外

務
省
担
当
者
に
よ
る
政
府
説

明
、
北
対
協
に
よ
る
説
明
、
各

都
道
府
県
民
会
議
の
取
組
紹
介

等
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
県
民
大

会
に
お
け
る
工
夫
例
と
し
て
神

奈
川
県
民
大
会
が
高
く
評
価
さ

れ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
会
場

か
ら
も
い
く
つ
か
の
質
問
が
あ

っ
た
。
神
奈
川
県
民
大
会
の
運

営
に
対
し
て
大
き
な
関
心
を
い

た
だ
き
嬉
し
く
思
っ
た
。

�

（
綾
井
）

県
民
会
議
で
は
、「
北
方
領

土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間
」

で
あ
る
二
月
中
、
Ｊ
Ｒ
横
浜
駅

N
e
w
d
a
y
s
ビ
ジ
ョ
ン
で
、

北
方
領
土
に
関
す
る
啓
発
映
像

を
放
映
す
る
。

一
回
三
十
秒
の
Ｃ
Ｍ
が
、
Ｊ

Ｒ
横
浜
駅
N
e
w
d
a
y
s
ビ

ジ
ョ
ン
六
面
で
流
れ
る
予
定
で

Ｊ
Ｒ
横
浜
駅

N
e
w
d
a
y
s
ビ
ジ
ョ
ン
等
で

北
方
領
土
に
関
す
る

県
民
会
議
の
Ｃ
Ｍ
を
実
施
!!

一
八
五
五
年
の
二
月
七
日（
旧

暦
で
は
安
政
元
年
十
二
月
二
十

一
日
）、
伊
豆
の
下
田
に
お
い
て

日
露
通
好
条
約
が
調
印
さ
れ
た
。

こ
の
条
約
で
日
露
両
国
の
国
境

が
平
和
裏
に
定
め
ら
れ
、
北
方

四
島
が
日
本
の
領
土
と
し
て
初

め
て
国
際
的
に
明
確
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
、

北
方
領
土
問
題
に
対
す
る
国
民

の
関
心
と
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、

全
国
的
な
北
方
領
土
返
還
運
動

の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
一

九
八
一
年
一
月
六
日
の
閣
議
了
解

に
よ
り
、
二
月
七
日
が「
北
方
領

土
の
日
」と
し
て
定
め
ら
れ
た
。

本
年
も
二
月
七
日（
火
）に
、

「
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大

会
」が
東
京
で
開
催
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

二
月
七
日
㈫
は

「
北
方
領
土
の
日
」

ミナカ小田原

北
方
領
土
青
少
年
等
現
地
視
察

研
修
代
替
え
事
業
を
開
催

っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

重
要
」と
訴
え
た
。

入
賞
者
は
、
ま
ず
、「
根
室

か
ら
見
る
北
方
領
土
ツ
ア
ー
動

画
」を
視
聴
し
た
。
同
動
画
は
、

入
賞
者
が
訪
問
す
る
予
定
で
あ

っ
た
、
根
室
市
の
野
付
半
島
か

ら
望
む
国
後
島
、
北
方
四
島
交

流
セ
ン
タ
ー
（
ニ
・
ホ
・
ロ
）

の
館
内
展
示
の
解
説
、
小
田
嶋

北
方
館
館
長
に
よ
る
北
方
館
館

内
、
同
館
周
辺
の
納
沙
布
岬
、

四
島
の
か
け
橋
、
祈
り
の
火
な

ど
の
案
内
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
ヒ

ン
ト
に
県
民
会
議
が
制
作
し
た

も
の
で
あ
る
。

次
に
、
北
海
道
根
室
高
等
学

校
北
方
領
土
根
室
研
究
会
の
生

徒
三
人
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
歴
史

的
な
経
緯
や
返
還
交
渉
の
実
情

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
北
方

領
土
問
題
へ
の
理
解
を
深
め

た
。
根
室
研
究
会
の
生
徒
か
ら

は
、
北
方
領
土
問
題
の
歴
史
的

背
景
、
北
方
領
土
の
現
状
の
ほ

か
、
返
還
要
求
運
動
に
つ
い
て

同
研
究
会
の
活
動
と
あ
わ
せ
て

発
表
い
た
だ
い
た
。
そ
の
な
か

で
、
元
島
民
の
平
均
年
齢
が
八

十
六
歳
を
超
え
、
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
一

刻
も
早
い
返
還
実
現
が
重
要
だ

が
、
解
決
の
糸
口
が
つ
か
め
な

い
中
、
若
い
世
代
で
返
還
運
動

の
関
心
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
」と

の
危
機
感
が
伝
え
ら
れ
た
。

一
方
、
神
奈
川
の
中
高
生
か

ら
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
が
返
還
交
渉
に
与
え
る
影

響
等
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た

ほ
か
、「
私
た
ち
の
世
代
が
問

題
の
理
解
を
深
め
、
伝
え
て
い

く
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
た
」等
の
声
が

挙
が
っ
た
。

最
後
に
、
県
民
会
議
の
萩
原

事
務
局
長
か
ら「
返
還
要
求
運

動
は
、
平
和
運
動
で
あ
り
、
返

還
後
も
日
露
両
国
民
が
共
存
す

四し

島ま

還
せ
！
　
声
出
し
合
っ
て
　
動
く
今

令
和
四
年
度　

　

北
方
領
土
に
関
す
る
標
語
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

〈
最
優
秀
賞
〉

大
阪
府
大
阪
市
　
橋
本
よ
し
み
さ
ん

あ
る
。

な
お
、
こ
の
他
に
も
、
川
崎

市
各
区
役
所
の
窓
口
の
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や
本
厚
木
駅
の

電
光
ビ
ジ
ョ
ン
、
小
田
原
ミ
ナ

カ
小
田
原
・
小
田
原
駅
東
西
自

由
連
絡
通
路
設
置
の
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
広
報

を
予
定
し
て
い
る
。

私
は
、
一
九
四
四
年
に
満
州

国
で
生
ま
れ
、
三
歳
の
時
に
日

本
に
帰
国
し
た
と
亡
き
母
か
ら

聞
か
さ
れ
て
き
た
。
満
州
国
で

の
思
い
出
は
全
く
な
く
、
戦
後

間
も
な
く
幼
少
期
を
世
田
谷
区

で
過
ご
し
た
子
供
の
頃
の
昭
和

時
代
が
、
何
故
か
近
頃
、
懐
か

し
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
頃
の
生
活
は
、
食
料
が
乏
し

く
毎
日
麦
飯
を
食
べ
て
い
た

が
、
子
供
な
の
で
特
に
寂
し
い

想
い
は
な
か
っ
た
。
家
の
近
く

の
世
田
谷
区
立
京
西
小
学
校
に

入
学
し
、
楽
し
い
学
校
生
活
を

送
っ
た
。
教
室
に
は
ダ
ル
マ
ス

ト
ー
ブ
が
あ
り
、
石
炭
で
暖
を

と
っ
た
小
学
生
時
代
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
中
学
、
高
校
、
大

学
に
進
学
し
た
が
、
学
生
生
活

の
中
で
は
、「
日
本
の
近
代
史
」

を
学
ん
だ
記
憶
が
な
く
、
あ
ま

り
興
味
を
持
っ
て
い
な
か
っ

た
。
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、社
会
人
と
な
り
、

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈

川
県
民
会
議
を
立
ち
上
げ
た
際

に
、
当
時
、
神
奈
川
県
知
事
で

あ
っ
た
長
洲
一
二
様
か
ら
、
民

際
外
交
等
の
講
演
を
い
た
だ
い

た
際
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

民
際
外
交
と
は
、「
国
家
間

の
交
渉
で
あ
る
「
国
際
外
交
」

に
対
し
て
、
民
衆
同
士
、
地
域

同
士
の
国
境
を
越
え
た
交
流
」

で
あ
り
、
当
県
民
会
議
の
基
本

ス
タ
ン
ス
の
一
つ
と
も
な
っ
て

い
る
。
そ
の
代
表
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
が
、
私
も
か
つ
て
参

加
し
た
、
日
本
国
民
と
北
方
四

島
在
住
の
ロ
シ
ア
人
が
相
互
交

流
を
行
う
、
北
方
四
島
交
流
等

事
業
で
あ
る
。
同
事
業
は
、
ま

さ
に
「
民
衆
同
士
、
地
域
同
士

の
国
境
を
越
え
た
交
流
」で
あ

り
、
民
際
外
交
そ
の
も
の
で
あ

る
が
、
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

加
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ

り
具
体
的
な
展
望
が
見
通
せ
な

い
状
況
の
た
め
、
大
変
残
念
な

が
ら
全
て
の
事
業
が
見
送
り
と

な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
元
島
民
の

「
島
に
上
陸
す
る
こ
と
は
無
理

で
も
、
で
き
る
だ
け
近
く
で
島

に
眠
る
物
故
者
を
慰
霊
し
た

い
」
と
の
声
に
応
え
る
た
め
、

公
益
社
団
法
人
千
島
歯
舞
諸
島

居
住
者
連
盟
と
北
海
道
が
、
北

方
四
島
交
流
等
事
業
使
用
船
舶

「
え
と
ぴ
り
か
」
に
よ
る
洋
上

慰
霊
が
、
二
九
九
名
の
方
々
が

参
加
し
、
七
月
二
十
三
日（
土
）

～
八
月
十
日
（
水
）
の
隔
日
で

十
回
実
施
さ
れ
た
。北
対
協（
独

立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題
対

策
協
会
）
に
よ
れ
ば
、「
え
と

ぴ
り
か
」
は
、
昨
年
、
病
室
の

拡
充
や
船
内
換
気
の
強
化
な
ど

感
染
症
対
策
工
事
が
行
わ
れ
た

と
こ
ろ
だ
が
、
根
室
へ
の
回
航

が
、
今
回
、
三
年
ぶ
り
と
な
る

こ
と
か
ら
、
洋
上
慰
霊
等
の
事

業
が
安
全
・
安
心
に
実
施
で
き

る
よ
う
、
北
対
協
主
催
で
試
験

運
航
が
七
月
十
四
日
（
木
）
～

十
五
日（
金
）に
実
施
さ
れ
た
。

試
験
運
航
に
は
、
内
閣
府
や
実

施
団
体
等
の
事
業
関
係
者
二
十

六
名
が
参
加
し
、
食
事
や
宿
泊

等
の
船
内
生
活
を
通
じ
て
感
染

症
対
策
の
安
全
性
や
実
用
性
を

様
々
な
視
点
か
ら
確
認
し
、
感

染
者
発
生
等
の
模
擬
訓
練
を
緊

急
事
態
発
生
時
の
対
応
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
実
施
さ
れ
た
。ま
た
、

交
流
事
業
や
北
方
領
土
問
題
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
九
月
四
日
（
日
）
に
根

室
港
で
「
え
と
ぴ
り
か
」
の
一

般
公
開
が
開
催
さ
れ
た
。
停
泊

中
の
船
内
に
見
学
の
順
路
を
設

け
、
客
室
や
食
堂
、
デ
ッ
キ
な

ど
を
紹
介
し
、
北
方
領
土
問
題

に
関
す
る
啓
発
パ
ネ
ル
や
返
還

要
求
署
名
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ

れ
、
道
内
外
か
ら
多
く
の
方
々

が
来
場
さ
れ
た
。
令
和
五
年
度

以
降
の
北
方
四
島
交
流
事
業
に

つ
い
て
は
、
北
対
協
に
て
、
現

時
点
に
お
い
て
、
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
具
体
的
な
展
望
が
見

通
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る

が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
変
化

を
見
極
め
な
が
ら
、
実
施
団
体

間
の
連
携
を
図
り
、
内
閣
府
や

外
務
省
と
の
協
議
を
通
じ
て
、

対
応
し
て
い
く
と
さ
れ
て
い

る
。北

方
領
土
返
還
要
求
運
動
に

は
、
日
本
の
主
権
を
堂
々
と
主

張
し
、
要
求
し
続
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

無
く
、
そ
の
道
の
り
は
険
し
い

が
、
粘
り
強
く
運
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
う
。
特
に
、
若

い
世
代
へ
の
普
及
啓
発
が
一
番

大
事
だ
と
思
う
の
で
、
県
民
会

議
、
神
奈
川
県
北
方
領
土
問
題

教
育
者
会
議
の
取
組
等
を
通

じ
、
よ
り
多
く
の
教
員
、
生
徒

等
の
学
校
関
係
者
を
は
じ
め
、

多
く
の
若
者
が
関
心
を
持
っ
て

く
れ
る
よ
う
、
今
後
も
粘
り
強

く
返
還
運
動
を
続
け
て
い
き
た

い
。

�

（
綾
井
）

る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
若

者
世
代
が
中
心
と
な
っ
て
平
和

裏
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」等
と
、
終
わ
り
の
こ

と
ば
が
述
べ
ら
れ
た
。

松本靖史教育者会議会長


